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１０．藁カッター

１０．藁カッター －着衣の紐が巻き込まれる－ ６２

藁カッターの回転軸にズボンのヒモが絡まり、足を締め上げられた

（平成24年11月 午後4時半頃 男性・64歳）

事故の概況

水田で、乗用トラクターに作業台を接続させ、その上に藁カッターをセットした。カッ

ターを駆動するベルトが装着されていて、カバーがされている右側から藁を投入していた。

後もう少しというところで、残った藁を左側から投入しようと作業台に近づいて、右足

をあげたとき、ズボンの裾を閉めるヒモの輪がカバーのない回転軸に絡まった。回転は毎

分2000回転。シャフト径が3cm、高さは45cm、軸から27cmほど出ていた。まさか、ヒモが

回転軸に絡まるとは思わなかった。最初はヒモだけが絡まったが、次第にズボンで足が締

め上げられるようになった。このままでは右脚が膝の部分で切断されるかと思ったが、幸

いなことに回転に負荷がかかり、エンストした。

携帯電話を持っていたが、手が届かなかった。「助けてくれ」と叫んだ声を、たまたま

100ｍ先の崖上にある衛生関係の会社の人が聞きつけ、20ｍ下の水田でもがいている人を

発見。救急車を呼んでくれた。当時は右足ではなく、踏ん

張っていた左足の膝下の方が痛かった。以前は血液サラサ

ラ薬を飲んでいたが、事故当時は服用していなかった。

事故から1年以上経過した現在でも、右足の小指と薬指に

シビレ感がある。スリッパを履くとだらんとしてしまい、

脱げてしまうこともある。階段を降りることが難しい。

多発性下腿損傷、両下腿挫滅創、右腓骨骨折 入院60日。

事故原因と対策

カッターは古く、いつま

でも使っていたのがいけな

かった。回転軸などにもカ

バーが必要だった。

もう少しということで安

心し、左から入れてしまっ

た。服装は、ジャンパー、

長靴、ズボンの輪は中に入

っておらず外には出ていた。

ヒモなどが出ない服装をし

ていく必要があった。

事故後、ズボンの裾のヒモはすべて切った。今年は水田をつくる気力がなくなった。草

にならないようにその水田は事故以後、耕起しているだけである。

回転軸が
剥き出し

回転軸に
カバーあり

カバーのある右側から藁を投入していたが、もう少しの時
に回転軸が剥き出しの左側から藁を投入。その時、右脚の
ズボンの紐が回転軸に巻きつき、下腿部を締め上げた。

受傷した脚
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１１．散布機・噴霧器

１１．散布機・噴霧器 移動中・散布中① ６３

電動噴霧器を担いで畑の縁を歩いていて、おそらくよろめいて、６ｍ下の道路に墜

落、死亡。 （平成25年11月 午後3時頃 男性・86歳）

事故の概況

除草剤を入れた電動の噴霧器を担いで、畑の縁を歩いていたが、足を踏み外して、2.2

ｍの法面を滑り落ち、おそらくコンクリート壁面にもぶつかりながら、６ｍ下のコンクリ

ートの道路に墜落。たまたま通りかかった人が発見、その時はまだ意識があった。救急車、

ドクターヘリが要請され、大学病院に搬送されたが、病院で死亡が確認された。調査日の

わずか８日前の事故。現場には花束が供えられていた。

事故原因と対策

息子さんがその辺りは

危険だということで、パ

イプ柵を作ってあった。

しかし、落ちた場所だけ

は柵が作ってなかった。

パイプ柵の高さは60cm。

また柵のある場所にはお

茶が植えてあった。

墜落現場のコンクリー

ト壁面の長さ、6ｍ、斜

度71.5度。上部の土手が

220cm、斜度40.6度。縦

長さ80cm，横の長さ60cm、

深さ30cmの溝があり、その中に

足を入れて背負っている液剤が

傾き不安定となり、墜落したと

考えられた。なお、墜落した道

路の斜度は6.5度。道路幅は、

約5ｍであった。

８６歳：電動噴霧器に除草剤を入れて、
畑の隅を歩行。右に曲がる際にふらつ
いたのか、柵の手前で、８ｍ下に墜落。

石垣６ｍ,71.5度

土手2.2ｍ,40.5度
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１１．散布機・噴霧器 移動中・散布中② ６４

動力散布機で肥料撒きをするため、農道から畦畔に移るときに傾斜地ですべり

転倒、右足首を骨折した。 （平成25年7月 午後4時頃 男性・70歳）

事故の概況

雨が時々降っていたので、雨が上がるのを待って動力散布機で水稲の追肥（穂肥）作業

を行うこととした。軽トラックの荷台で動散に肥料を満杯（20kg）にし、圃場の畦まで移

動して肥料をまこうと、農道から畦に移るときの傾斜で足がすべり転倒、足をひねり、右

足首を骨折。畦の入り口の斜度は25度で、雨上がりのため滑りやすくなっていた。

立ち上がろうとしたが、右足が動かず、立ち膝状態で動散を持ち上げたが動かず。

共同作業者が相方が見えないので、事故現場に近づき発見。トラックで自宅まで送った。

妻が近くの病院に連絡をとったが「専門医がいない」と診療を断られ、別の診療所に連絡

をとり受診。ギブスで固められ６週間風呂に入れず。

事故原因と対策

動散の肥料タンク

が上にあり、かつ20k

gの肥料を入れるとさ

らに不安定となる。

さらに直前まで雨が

降り畦が濡れていて

滑りやすかった。農

道から1.1ｍのところ

に用水の取り入れ口

のコンクリート製の

マスがあり、このマ

スが畦より6cm高く、

動散を背負ったまま

踏み越えることが難

しく、そちらに注意が行き、畦の状

態まで注意が行かなかったとも考え

られる。

また70歳と高齢であり、足が滑っ

たときにバランスが取れなかったの

では。

１． 

 

トラック                                  農道 

               トラックから移動 

 

                                １１０ｃｍ 

 

                            

                              ５０ｃｍ 

 

 

 

                     ８０ｃｍ 

 

 

 

           農道 

 

             法面２５度     転倒         コンクリートのマス 
                               ６ｃｍ               １６ｃｍ 

 

 

                                      ６０ｃｍ 

                       １１０ｃｍ                             
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１１．散布機・噴霧器 移動中・散布中③ ６５

動力噴霧器で除草剤を散布中に排水路を飛び越えたとき滑って排水路に落ち、左足

アキレス腱断裂。 （平成25年5月 午後3時頃 男性・65歳）

事故の概況

午前8時頃から動力噴霧器で除草剤の散布を始めた。昼休みは１時間半、ゆっくり休み

を取り。午後からは排水路の土手の散布をしていた。土手は2.1ｍ、斜度45度ときついの

で、反対の水田の土手下から撒き始め5ｍほど進んだところでＵ字溝をまたぎ土手に移ろ

うとした時、土手で滑りＵ字溝の下に落ち転倒して、左足アキレス腱を切ってしまった。

水田の排水路の土手は、刈払機で草を刈っているが、Ｕ字溝の上30cmほどは、石がごろ

ごろ浮いて、刈払機の刃が当たり刈れないので、除草剤をまくことにしていた。

転倒したとき足に激痛が走り、足に力が入らず歩けなかった。現場から100ｍ先の耕耘

機（トレーラー）まで、噴霧器を背負い何とか歩いていき、耕耘機を運転して家に帰った。

事故30分後家に到着、妻の運転で休日診療所に４時頃行ったが、外科医がおらず別の総

合病院を受診、５時頃到着。当て木をして包帯を巻き、松葉杖を借りて家に帰った。ギブ

ス固定は、１週間後であった。

事故原因と対策

Ｕ字管の幅は55cm、深さ34cmを勢いよく飛び越えた。圃場整備して47年経ち、土手が風

化してＵ字溝の周

りの土が流されて、

石が浮き上がって

おり、浮き石に乗

ってしまい、滑っ

たと考えられる。

また、噴霧器に

は15Ｌ満タンに入

った除草剤を背負

っていて、上が重

くバランスがとり

にくい状況にあっ

た。

左の土手から、右の土手にＵ字溝を跨いで移る時、左土手の
浮き石に足を取られ、Ｕ字溝に足が落ち、アキレス腱断裂。
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１１．散布機・噴霧器 移動中・散布中④ ６６

動散で追肥を散布中、用水路の縁を歩いていて足を滑らせ、用水に足を落としたと

き転倒し、左肩を用水のコンクリートに強打、左肩関節脱臼。

（平成24年7月 10時頃 男性・69歳）

事故の概況

営農組合でコシヒカリの２回目の追肥を２人一組で、動散で散布していた。それぞれ軽

トラに20ｇの肥料を乗せて、それぞれ分担の圃場を散布していた。９時頃から散布し10時

頃の事故。

事故現場の圃場は14a。約15kgを動散に入れ、用水の端を歩いていた。水の取り入れ口

に構造物があり、その部分に足を引っかけ用水に左足を落とした。その時動散15kg、肥料

15kg、計約30kgを背負っていてバランスを崩し、転倒し、その際、左肩を用水のコンクリ

ート壁に強打した。

痛かったが、相方の人も作業をしているので自分だけ脱けるわけに行かず、そのまま作

業を続け、さらに自分の家の圃場、2.5反、2.8反、2.7反の田んぼの穂肥を散布し、よう

やく相方の人に事故に遭ったことを言って、車で10分のところの接骨院へ行った。

左肩関節が脱臼していて、おもっいきり引っ張るようにして関節を入れてもらった。

事故原因と対策

このように用水付近での事故が多発している。今回の場所は、用水の壁面の幅が15cmと

足幅ギリギリに作られており、何も担がなくても、歩くのには注意を要する。それを動散

を担ぎ、かつ圃場の肥料の散布する方向を見ながら散布すると、当然足下の方向には目が

行かない。

このように、圃場の構造改善事業の際に、圃場整備後、どのような作業が行われるか、

その際の安全性は確保され

るか否かなどについて事前

に想定して設計を考える必

要がある。

なお。靴は底の刻みの浅

い、水田長靴を履いていた。

水田長靴は軽くて快適であ

るが、靴底の刻みが浅くて

滑りやすいのが欠点であ

る。

10時頃、左の水口直前の畦畔で足を踏み外し、肥料入り
動散・重量約30kgを担いだまま、横転。その際、用水のコ

ンクリート壁に左肩を強打。そのまま昼まで作業を継続。
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１１．散布機・噴霧器 移動中・散布中⑤ ６７

20㎏の肥料を入れた背負式の肥料散布機で肥料を散布していたら排水溝につまず

き、バランスを崩しうつ伏せで倒れた。(右上腕骨大結部剥離骨折)

（平成22年10月 9時半頃 男性・54歳）

事故の概況

レタス作付け予定の圃場で、20kg肥料を背負い式肥料散布機で散布していて、排水溝に

つまずき体のバランスを崩しうつぶせに倒れ、背負った荷の重さにより右肩強打。作業開

始後間もなくのことだった。

転んだ時痛みがひどかったが、早く散布を終わらせたいと思い、何とか我慢をして終日

作業を続けた。家に帰ってからも痛かったが、土曜日で病院が休みで辛抱していた。

しかし、翌日になっても痛みがひどく中々おさまらなかったので、日曜日だったが妻に

車に乗せてもらい救急外来で診察をうけた。右肩剥離骨折だった。

事故原因と対策

肥料を散布するルートは、いつも決めており、慣れでいたので油断した。散布ルートは、

排水溝の箇所を最後にすることも考えたが、出発地点の段差が大きく危険と考え、通常と

同じルートにした。コンクリートの通路は片足がやっとのせられる15㎝程度の幅しかなか

った。

この排水溝、Ｕ字溝などを重い肥料を背負って歩くことは、平均台を歩くことより難し

い。圃場整備の際に、単に用水路、排水路の機能を果たすことだけでなく、歩行すること

も考えた設計も

検討すべきと考

えられる。

なお、翌日の

天気予報が雨だ

ったので１日で

済ませなければ

と気が焦ってい

た。

幅１５ｍ

転倒

背負い式肥料散布機

肥料を背負って、幅わずか１５ｃｍの側溝を歩いていて、足を踏み
外し、右の地面に倒れ、右腕強打。右上腕骨大結節剥離骨折。


